
 

 

 

 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査の結果報告 

令和６年４月１８日に６年生を対象に行われた「全国学力・学習状況調査」について、調査結果が出ましたのでご報告い
たします。  

(１) 各教科の学習状況調査の結果より 

国 語 

分類 区分 平均正答率（％） 

貴校 東京都（公立） 全国（公立） 

全体 ７５  ７０  ６７．７  

学習 

指導 

要領 

の 

内容 

知識 

及び 

技能 

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 ７２．０  ６７．９  ６４．４  

（２）情報の扱い方に関する事項 ９５．１  ８８．８  ８６．９  

（３）我が国の言語文化に関する事項 ７２．０  ７５．３  ７４．６  

思考力、 

判断力、 

表現力等 

A 話すこと・聞くこと ７４．８  ６３．９  ５９．８  

B 書くこと ７３．８  ６９．９  ６８．４  

C 読むこと ７４．０  ７１．９  ７０．７  

 

評価の観点 

  

知識・技能 ７５．８  ７２．６  ６９．８  

思考・判断・表現 ７４．２  ６８．４  ６６．０  

主体的に学習に取り組む態度    

 

問題形式 

 

選択式 ７９．１  ７３．０  ６９．９  

短答式 ６６．５  ６３．１  ５９．７  

記述式 ６２．２  ６３．７  ６４．６  

【分析と今後の対応策】  
国語においては、全国・東京都ともに平均を大きく上回りました。東京都と比較して５％、全体と比較した際は７．７％上回

りました。また、分類の学習指導要領の内容・評価の観点・問題形式のほぼ全ての区分において、全国・東京都ともに平均を
上回りました。特に区分「言葉の特徴や使い方」「情報の扱い方」「話すこと・聞くこと」、「思考・判断・表現」「選択式」問題形式

の「短答式」などでは、全国平均と比較して、特に学力が身に付いている結果でした。 
 一方、区分「我が国の言語文化に関する事項」「記述式」はやや劣っていました。 
今後も、学習の基礎基本を大事にし、一人一人が言葉を大切にしながら、深い学びができるように、授業の工夫改善を心

がけてまいります。また、教育活動全体を通して言語活動の充実を図ったり、タブレット内にあるドリルパーク等を積極的に
活用したりしていきます。 
算 数 

分類 区分 平均正答率（％） 

貴校 東京都（公立） 全国（公立） 

全体 ７６  ６８  ６３．４  

 

学習指導要領 

の領域  

A 数と計算 ７８．０  ７０．６  ６６．０  

B 図形 ７５．６  ７０．８  ６６．３  

C 測定    

C 変化と関係 ７１．１  ５９．３  ５１．７  

D データの活用 ７３．８  ６５．２  ６１．８  

 

評価の観点 

知識・技能 ８４．４  ７６．７  ７２．８  

思考・判断・表現 ６４．５  ５７．１  ５１．４  

主体的に学習に取り組む態度    

 

問題形式 

選択式 ８５．６  ７９．２  ７５．３  

短答式 ７７．２  ６７．６  ６２．０  

記述式 ６０．７  ５５．１  ５１．０  

【分析と今後の対応策】  

算数においても、全国・東京都ともに平均を上回りました。東京との比較では８％上回りました。全国・東京都ともにすべて
の分類・区分で平均を上回る結果が出ました。全国と比較しても半分以上の区分で１０％以上高い結果となりました。 
 本校では、３～６年生は習熟度別指導を実施し、児童の習熟に応じて学習指導を行っております。また、よりきめ細やか

な指導体制を確立するために学力向上支援講師を配置しております。今年度からは１・２年生にも講師を配置いたしました。
今後も、児童の実態に合った授業改善を進めるとともに、ご家庭と連携して児童一人一人の学力の向上を目指します。 
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(２)児童質問紙の結果より(一部抜粋) 
〇 普段の生活の中で、幸せな気持ちになることは

どれくらいありますか。 

〇 学校に行くのは楽しいと思いますか。  

 

 

そう思う 

 

どちらかとい 

えばそう思う 

どちらかというと 

そう思わない 

そう 

思わない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そう思う 

 

どちらかとい 

えばそう思う 

どちらかというと 

そう思わない 

そう 

思わない 

  

 

 

  

  

本 校 64.6  24.1  8.9  2.5 本 校 69.6  21.5  3.8  5.1  

東京都 52.3 38.6 8.0  1.1  東京都 48.6  35.7  10.2  5.4  

全 国 50.8  40.9  7.4  1.0  全 国 47.2 37.6 10.2  5.0  

「そう思う」の割合が東京都や全国と比べて、かなり

高いことが分かります。一方、「思わない」という割合
にも目を向け、すべての児童が幸福感を得られるよう

に学校・家庭・地域で見守っていくことが大事である

と考えます。 
 

〇 人が困っていたら進んで助けますか。 

  「そう思う」「どちらかといえばそう思う」に回答した

児童が合計で 90％を超えているのは、大変喜ばし
いことです。一方、否定的な回答をした児童もいま

す。家庭と連携し、全ての児童が笑顔輝く学校を目

指してまいります。     
  

〇 英語の勉強は好きですか。      

 

 

当て 

はまる 

どちらかとい 

えば当てはまる 

どちらかというと 

当てはまらない 

当て 

はまらない 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そう思う 

 

どちらかとい 

えばそう思う 

どちらかというと 

そう思わない 

そう 

思わない 

   

  

 

 

 

本 校 68.4 29.1  1.3  1.3  本 校 60.8  21.5  8.9  8.9  

東京都 44.9  46.7  7.0  1.4  東京都 38.8 29.8  18.2  14.6  

全 国 46.0  46.7  6.2  1.1  全 国 38.2  31.1 17.9  12.7  

 肯定的な回答が 97.5％と、かなり高い結果が出ま
した。本校の教育目標に「思いやりをもって行動する
子」とあります。夏雲スマイルの時間や道徳の学習、
１年生をはじめ下級生とのかかわり、同学年とのかか
わり、そして、家庭や地域の皆様のお陰でもありま
す。互いを尊重する心が育っていると考えます。 

肯定的な回答をした割合が東京都や全国と比べ
て、とても高い数値となりました。英語に慣れ親しむ
学習活動が児童に受け入れられていると考えます。
小学校の英語は国際社会で生きていくためにも、今
後の英語の学習の基礎となります。今後も英語を楽
しく学ぶ指導の工夫を重ねてまいります。 

 

〇 分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、

自分で学び方を考え工夫することはできますか。 

〇 困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる

大人にいつでも相談できますか。 

 

 

そう思う 

 

どちらかとい 

えばそう思う 

どちらかというと 

そう思わない 

そう 

思わない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当て 

はまる 

どちらかとい 

えば当てはまる 

どちらかというと 

当てはまらない 

当て 

はまらない 

  

 

 

  

  

本 校 54.4  32.9 11.4 1.3  本 校 34.2 34.2  21.5 10.1  

東京都 33.5 47.2 15.7  3.5  東京都 33.0  34.8 21.0  11.1 

全 国 30.3  50.4  16.2  3.1  全 国 30.2  36.9 22.2 10.6  

 教わったことを知識として覚えることは大切です。

さらに、自ら課題を見出し、考えたり調べたりして解
決していく力が大事になります。社会の変化に、主体
的に対応し、生き抜く力の基礎が育つように願って、
家庭や地域のご支援を賜り、教育活動を進めていき
たいと思います。 

 

  この項目が、本校の抱えている大きな課題と感じ

ています。教員との良好な関係が見られる一方で、
児童が悩みを抱えたときには相談相手になれていな
い実態が見えます。学校にいる大人が、児童の相談
相手として選択肢に入るよう、日常からの関係づくり
を今一度見直していきます。 

〇 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間勉強をしますか（学習
塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含
む） 

 

 

３時間以上 

 

２時間以上 

３時間未満 

１時間以上 

２時間未満 

３０分以上 

１時間未満 

３０分より 

少ない 

全くしない 

 

 

 

 

 

 

本 校 29.1  21.5  27.8  7.6  13.9  0.0  

東京都 25.4  13.1  23.7  21.3  11.5  4.9  

全 国 11.0  12.5  31.1  27.0  13.0  5.3  

家庭学習の時間の目安は「１０分×学年」と言われています。昨年の発問に加え今年度は、「（学習塾で勉
強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む）」とありま
す。学校外での学習のスタイルが多様化している背景があるからだと思います。学ぶ習慣が身に付くと、中学
・高校・大学そして生涯学習の下地になります。学校からの宿題（課題の提示）を発達段階や実態などから適

切に取り組めるような指導・助言を考えていきます。 


